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防耐火性能の予測

建築学科

講師 吉谷 公江（よしたに きみえ）

土木・建築

防耐火試験, 遮熱性予測, 熱伝導計算, 材料の劣化

防耐火試験結果をもとにして熱物性値
を推定することで、板厚変更等の仕様に
ついての温度予測を可能とします。

防耐火認定試験までの試行錯誤の回数
を削減数することができます。

建物を火災から守るために必要となる防耐火性能は、外壁を構成
する材料が炎によって急速に乾燥し、クラックが入ります。温度予測
を行いたいとしても、材料が持つ水分の挙動や材料に入るクラック
等が複雑なため、実用可能な温度予測は困難でした。

材料の熱の伝わりやすさを実験結果から推定することで、火災の
影響を含んだ温度予測が可能となります。
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■温度予測
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（予測対象）
80mm

（予測対象）100mm

（熱物性値推定用）
50mm
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